
間伐実行監理演習間伐実行監理演習

地域の木材市場（流通・販売）に関する情報

平成２４年８月９日

近畿中国森林管理局販売課近畿中国森林管理局販売課
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演習地の位置（岡山県新見市）演習地の位置（岡山県新見市）

演習地（古谷国有林）

研修実施場所（新見市）
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演習地周辺の公道演習地周辺の公道
研修Ⅱ ２日目

資源の循環利用構想策定演習

県道（８ｔ車）

県道（セミトレ ラ）県道（セミトレーラ）

研修Ⅰ ３日目
間伐実行監理演習

県道（セミトレーラ） 県道（８ｔ車） 3
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主な原木市場・加工施設（近隣）

区分
年間原木取扱

量（m3/年）
取扱樹種

主な取扱
樹材種

長級
(m)

径級
(cm)

需要 運搬距離 備考

Ａ原木市場 65,000 ｽｷﾞ､ﾋﾉｷ外
スギ ３～４ 14～24 並

25
ヒノキ ３～４ 16～28 強

Ｂ原木市場 35,000 ｽｷﾞ､ﾋﾉｷ外
スギ ３～４ 14～24 並

20
ヒノキ ３～４ 16～28 強

Ｃ原木市場 80,000 ｽｷﾞ､ﾋﾉｷ外
スギ ３～４ 14～24 並

20
ヒノキ ３～４ 16～28 強ヒノキ ３～４ 16～28 強

Ｆ原木市場 50,000 ｽｷﾞ､ﾋﾉｷ外
スギ ３～４ 14～24 並

60
ヒノキ ３～４ 16～28 強

Ｇ原木市場 70 000 ｽｷﾞ ﾋﾉｷ外
スギ ３～４ 14～24 並

60Ｇ原木市場 70,000 ｽｷ ､ﾋﾉｷ外 60
ヒノキ ３～４ 16～28 強

Ｉ原木市場 35,000 ｽｷﾞ､ﾋﾉｷ外
スギ ３～４ 14～24 強

30
ヒノキ ３～４ 16～28 並

Ａ製材工場 60 000 ヒノキ外 スギ ヒノキ ３ ４ 14 28 強 25Ａ製材工場 60,000 ヒノキ外 スギ・ヒノキ ３～４ 14～28 強 25

Ｂ製材工場 60,000 ヒノキ ヒノキ ３～４ 14～28 強 60

Ｃ製材工場 30,000 ヒノキ ヒノキ ３～４ 14～28 強 30

Ｄ製材工場 35 000 ｽｷﾞ ﾋﾉｷ スギ ヒノキ ３ ４ 14 28 強 30Ｄ製材工場 35,000 ｽｷ ､ﾋﾉｷ スギ、ヒノキ ３～４ 14～28 強 30

Ｅ製材工場 15,000 ｽｷﾞ､ﾋﾉｷ スギ ３～４ 14～28 強 30

Ｆ製材工場 5,000 ｽｷﾞ､ﾋﾉｷ外 針葉樹（チップ） ３～４ 14～28 並 30

Ｇ製材工場 30 000 ｽｷﾞ ﾋﾉｷ外 スギ ヒノキ ３ ４ 14 28 強 35Ｇ製材工場 30,000 ｽｷ ､ﾋﾉｷ外 スギ、ヒノキ ３～４ 14～28 強 35

※この地域は、ヒノキの需要が強い地域である。
なお、演習地の周辺には、上記以外にスギ・ヒノキを年間5,000m3程度取り扱う製材工場が多数ある。 6



演習地の近隣以外の主な加工施設（中国・近畿地域）

区分
年間原木
取扱量

（m3/年）
取扱樹種 主な取扱樹材種 長級 径級 需要 距離 備考

合板工場 150,000
ｽｷﾞ
ﾋﾉｷ

スギ（Ｂ材） ４ １４上 強 75

チップ工場 80,000 針葉樹 針葉樹 1上 ６上 並 60～100 パルプ

製材工場 50,000 ｽｷ
ﾋﾉｷ外

スギ ３～４ １４上 強
230

ヒノキ ３～４ １４上 強ﾋﾉｷ外 ヒノキ ３～４ １４上 強

製材工場 80,000 スギ スギ ３～４ １４上 強 150

製材工場 60,000 スギ スギ ３～４ １４上 強 120

合板 場 100 000 スギ スギ（Ｂ材） ４ １４上 強 200合板工場 100,000 スギ スギ（Ｂ材） ４ １４上 強 200
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半径100km

半径50km
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素材生産組織一覧表（演習地の受注が可能な事業体）

商号 所在地

年間
事業
量

現場
従事
者数

バッ
クホ
ウ

ハー
ベス
タ

プロ
セッ
サ

グ
ラッ
プル

スイ
ング
ヤー
ダ

集材
機

フォ
ワー
ダ

林内
作業
車

その他

（m3） （人）
ダ

Ａ木材（株） ○○市 15,000 10 2 1 2 3 2 2
ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙはﾛﾝｸﾞﾘｰﾁ１台含む
ﾊﾞｯｸﾎｳはｽｲﾝｸﾞﾔｰﾀﾞ兼用ﾊ ｯｸﾎｳはｽｲﾝｸ ﾔ ﾀ 兼用

Ｂ木材（有） ○○市 7,000 6 1 1 3 1 1 ﾊﾞｯｸﾎｳ1台はｽｲﾝｸﾞﾔｰﾀﾞ兼用

Ｃ林業（有） △△市 6,000 11 1 1 3 1 1 ﾊﾞｯｸﾎｳ1台はｽｲﾝｸﾞﾔｰﾀﾞ兼用

Ｄ木材（有） □□市 9,000 8 1 3 2 2 ｻﾞｳﾙｽﾛﾎﾞ1台

Ｅ造林(株) ○○町 8,000 9 1 1 4 2 2 ﾊﾞｯｸﾎｳ1台はｽｲﾝｸﾞﾔｰﾀﾞ兼用

Ｆ森林組合 ■■市 12,000 12 3 2 1 3 2 2 ﾊﾞｯｸﾎｳ2台はｽｲﾝｸﾞﾔｰﾀﾞ兼用

Ｇ(株) ○○市 7,000 9 2 1 3 2 1 ﾊﾞｯｸﾎｳ2台はｽｲﾝｸﾞﾔｰﾀﾞ兼用

Ｈ森林組合 ○○市 8 500 12 3 3 5 3 3 ﾊﾞｯｸﾎｳ3台はｽｲﾝｸﾞﾔｰﾀﾞ兼用Ｈ森林組合 ○○市 8,500 12 3 3 5 3 3 ﾊ ｯｸﾎｳ3台はｽｲﾝｸ ﾔ ﾀ 兼用

Ｉ木材(有) ◇◇市 9,000 15 2 1 2 2
ﾊﾞｯｸﾎｳ2台はｽｲﾝｸﾞﾔｰﾀﾞ兼用
ｻﾞｳﾙｽﾛﾎﾞ1台

Ｊ森林組合 △△町 5,500 6 1 1 2 1 1 ﾊﾞｯｸﾎｳ1台はｽｲﾝｸﾞﾔｰﾀﾞ兼用森林組合 ,
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木材（用材）の供給量の推移

10 896 11,116
11,192 10012,000

（％）

用材自給率(%)

製材用材自給率(%)

（万m3）

自

10,268
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9,290
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9,926

9,125
8,8138,719

8,980
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80
10,000

製材用材自給率(%)

パルプ・チップ用材自給率(%)

自
給
率
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8,586
8,236

7,797
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8,000

自

木
材
（ 輸入材

6,321万m3

輸入材
4,528

5,655

27 8 %

40

4 000

6,000 給
率

用
材
）
供
給

輸入材

4,562

4,562万m3

自給率：27 8%

国産材 輸 材

27.8 %

20
2,000

4,000
給
量

国産材

自給率：27.8%

国産材 輸入材
1,759

00

昭和3035 40 45 50 55 60 平成2 7 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

1,759万m3

資料：林野庁「木材需給表」

昭和3035 40 45 50 55 60 平成2 7 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

（年）

資料：林野庁「木材需給表」 10



木材価格の推移木材価格の推移
160,000

120,000

140,000
スギ丸太

スギ柱

ヒノキ丸太

ヒノキ柱

80,000

100,000
ヒノキ柱

40,000

60,000

43,800円

67,000円

0

20,000
20,900円

12,200円12,000円
011,300円

スギ・ヒノキ丸太：径14‐18cm 長さ3m スギ・ヒノキ柱：厚10.5cm 幅10.5cm 長さ3m
農林水産省「木材需給報告書」から
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正角採材 半割り
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立木価格等の推移

H22立木価格(円/ｍ３)H22立木価格(円/ｍ３)

ス ギ

ヒノキ

2,654

8 128ヒノキ 8,128

（出典：日本不動産研究所
「山林素地及び山元立木価格調査」）
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木材価格の推移

 木材価格は、近年下落傾向にある。
 特に立木育成段階における下落が激しい状況。

60 000

70,000
（円/㎥）

50,000

60,000

製品加工流通段階

30 000

40,000

20,000

30,000
素材生産流通段階

0

10,000 立木育成段階

平成元 4 7 10 13 16 19 22
（年）

資料：農林水産省「木材需給報告書」、「木材価格」、（財）日本不動産研究所「山元素地及び山元立木価格調」
注：素材から製材品へは歩留まりを65％として計算。
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山元価格が下落したのか山元価格が下落したのか価格 落価格 落

１１ 価格価格

→→ １㎥＝１００ドル１㎥＝１００ドル

２２ 品質・性能品質・性能

室 減室 減 など が きく変など が きく変→→ 和室の減少、ＫＤ和室の減少、ＫＤ※※化などマーケットが大きく変化化などマーケットが大きく変化

３３ 安定供給安定供給
※ ＫＤ（Kiln Dry）＝人工乾燥

３３ 安定供給安定供給

→→ 外材は四半期で価格と量を外材は四半期で価格と量を契約契約外材は四半期で価格と量を外材は四半期で価格と量を契約契約

→→ 国産材はロットをまとめた定時、定量が苦手国産材はロットをまとめた定時、定量が苦手
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（参考)演習地周辺の原木市場価格の推移①
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（参考)演習地周辺の原木市場価格の推移②

17



（参考）平成22～24年度 木材価格の推移（国有林材）

23年10月から急激に下落

注）材質・出材量による影響有り

スギとヒノキの需要先は？
18

スギとヒノキの需要先は？



（参考）平成23年度国有林材の原木市場別販売単価

注）グラフの空白は、販売実績なし
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流通 流通 流通

原木市場

流通を変更

20

システム販売の相手は加工工場だけではない！
原木市場もシステム販売により取扱量を拡大した事例も！（原木市場は仕分けのプロ）



流通費用に関する情報費

○市場経費

手数料 椪積料 スギ丸太１m3が、10,000円で売れた場合の経費は、
10,000円×７％＋800円＝1,500円 販売金額の約15％市場経費 ７％ ８００円/m3

○運搬経費 （m3／円）

２０ｋｍ以内 ５０ｋｍ以内 ８０ｋｍ以内 100km以内 150km以内 200km以内

10トン車 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 4,000

セミトレーラー － 1,000 1,500 1,800 2,000 3,000

○小運搬経費 500円／m3

○中間土場借り上げ経費 5,000円／月・箇所

○積み替え経費（ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ） 100円／m3

21



流通費をどう考えるか

木
材

製
材

流
通 手数料

森林
所有
者

材
市
場

材
工
場

通
圏
が
狭

市売り価格
10000円/m3

手数料
７%

椪積み料
800円/m3
運賃
2 000円/m3

運賃
2 000円/m3

積込料
‐1,000円/m3狭

い

市場の広がりイメージ

2,000円/m3

手取り
6,500円/m3

支払
12,000円/m3 支払

11000円/m3

‐2,000円/m3, /

多
用
な

流
通

仮に
森林所有者が6,500円/m3で、
需要者が運賃込み価格で11000円/m3を了解

森林
所有
者

な
需
要
者

通
圏
が
広

機械選別費
300円/m3
積み替え費
100円m3

需要者が運賃込み価格で11000円/m3を了解
したとすると
運賃の上限はどうなるか？
（11 000円－300円－100円－6 500円）/m3＝広

い

市場の
広がり

（11,000円 300円 100円 6,500円）/m3＝
4,100円/m3手取り

6,500円/m3

広がり
イメージ
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（参考）
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882
1,000

システム販売量の推移（素材）
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（参考）近畿中国森林管理局のシステム販売（例）

森林所有者（国有林）

原木市場

協定
山元土場で仕分けて
製材工場等へ直送Ａ材からＣ材、林地残材 原木市場
製材 場等 直送Ａ材からＣ材、林地残材

まで、全量を売り払い

量をまとめて（１協定で約
４ ０００ｍ3など）安定供給

Ａ材 ＢＣ材 小丸太 林地残材

４，０００ｍ3など）安定供給

製材工場 合板工場 丸棒加工工場 チップ工場

27

• 上記の外、合板工場等と協定を締結し、直送による量をまとめた安定供
給を図り、低質材の需要拡大に取り組んでいる。



（参考）採材方法に関する情報
（九州での合理化の取組の例）

• 採材と販路、歩留まりなど地域での木材取引に関す
る情報を整理する

• 需要開拓、作業、流通、加工の合理化などの取組
について、その概要をできるだけ数値を基に把握すについて、その概要をできるだけ数値を基に把握す
る

• 商取引に関する情報であるから 普段からの接し• 商取引に関する情報であるから、普段からの接し
方、信頼関係の醸成、実行に向けた真摯な問題意
識が重要識が重要

2828



企画書による価格算定方法企画書による価格算定方法

①平均製品単価の算出
（例）スギＫＤ管柱（３ｍ１０５×１０５）４０ ０００円

総売上額÷出荷材積

（例）スギＫＤ管柱（３ｍ１０５×１０５）４０，０００円
スギＫＤ間柱（３ｍ ３０×１０５）３８，０００円
スギＧラミナ（４ｍ×２７×１０５）２０，０００円
針葉樹合板（９１０×１８２０）８５０円／枚
針葉樹チップ（工場サイロ下）１０円／絶乾㌧

４０，０００円

②原木歩留まりの算出 （製品出荷材積－製品仕入材積）÷原木仕入材積

５５％

③製造単価の算出 経費（労務費・燃料費等）÷製造製品数量

５５％

③製造単価の算出

製材・乾燥・モルダー加工・運搬・その他のコストを含む

経費（労務費・燃料費等）÷製造製品数量

２０，０００円

④原木受入価格の算出 （平均製品単価①－製造単価③）×原木歩留まり②

１１，０００円
29



スギ直材スギ直材(70%)(70%)・曲がり・曲がり(30%)(30%)セット企画書例セット企画書例

核工場
Ａ製材工場土場

輸送費 ２，０００円輸送費 ２，５００円

Ｂ集成材工場

Ａ製材工場土場
自動選別機
直材・曲がり材に仕訳

C合板工場
直材７０％ 工場着１１，０００円
（加重平均単価７，７００円）

Ｂ集成材工場

曲がり材１０％

C合板工場

曲がり材２０％ 曲がり材１０％
工場着９，５００円
（加重平均単価７５０円）

輸

核となる工場着価格９，９５０円

曲がり材２０％
工場着１０，０００円
（加重平均単価１，５００円）

ト
ラ
ッ
ク

輸
送

輸送費 １，９５０円 山元で生産された材
を全量無仕訳・無検

原木規格
長級：３、４ｍ・径級：８ｃｍ上・曲がり矢高：長級の２％まで可
直材７割・曲がり材３割見込む

を全量無仕訳 無検
知で工場へ持ち込む

30山元価格８，０００円 30



曲がり材需要開拓による採材歩留まりの向上曲がり材需要開拓による採材歩留まりの向上

（例）直・曲がり採材を行う場合

従来方式（直材のみ） 直曲採材方式

４ｍ １４ｃｍ
０．０７８ｍ3

４ｍ １６ｃｍ

４ｍ ２０ｃｍ
０．１６０ｍ3

０．１０２ｍ3

４ｍ ２２ｃｍ

４ｍ ２４ｃｍ
０．２３０ｍ3

４ｍ ２２ｃｍ
０．１９４ｍ3

２ｍ ２６ｃｍ
３

合計 合計

０．１３５ｍ3

１０９％ＵＰ

31

０．４３１ｍ3 ０．４６８ｍ3

＊試算の前提・・・立木 胸高直径：３０ｃｍ 長さ：１８ｍ 材積：０．５９ｍ3

１０９％ＵＰ
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根曲がり木が比較的少ない林分を対象に、Ａ材とＢ材を山元から一括して加工工場等に

直材直材(70%)(70%)・曲がり・曲がり(30%)(30%)セット材セット材
根曲がり木が比較的少ない林分を対象に、Ａ材とＢ材を山元から 括して加工工場等に
持ち込み、そこで仕訳・計測した上で、直材は製材工場に、曲がり材等は集成材・合板工
場へ持ち込む２段階流通システム。

採材方法は、曲がり矢高１０ｃｍまでの曲がり材を径級によって機械的に４ｍ又は３ｍに

②生産量
６ ７００ｍ3直材生産

採材方法 、曲 り矢高 曲 り材を径級 機械
玉切り。

６，７００ｍ3直材生産
（推計） ④販売単価

９，０００円／ｍ3

⑤販売金額
②×④
６０，３００千円

③歩留まり
３４％（②／①）

， 千円

９％ ７，７００千円

３４％（②／①）

①立木材積
ＵＰ

７，７００千円
ＵＰ

⑦歩留まり

１９，６００ｍ3

直・曲がりセット生産
（実施結果）

⑨販売単価
⑥×⑧
６８ ０００千円

⑧販売単価
８，０００円／ｍ3

⑦歩留まり
４３％（⑥／①）
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⑥生産量
８，５００ｍ3

（実施結果） ６８，０００千円８，０００円／ｍ3
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根曲がり木が多くを占める林分を対象に、曲がり材も挽ける大型製材工場に、無仕訳・無

直材直材(50%)(50%)・曲がり・曲がり(50%)(50%)込み材込み材

選別で直送するもの。スギは品種がヤブクグリ系統で間伐対象林には根曲がり木が多
く、元玉部分を２ｍ材や端材として切り捨てざるを得なかったが、製材工場でカーブ製材
が導入されたことにより、曲がり矢高１０ｃｍの曲がり材まで受入出来るようになった。
採材方法は山元におい 機械的に 又は に玉切りする

②生産量
２１ ５００ 3

採材方法は山元において機械的に４ｍ又は３ｍに玉切りする。

２１，５００ｍ3
直材生産
（推計）

④販売単価
９，０００円／ｍ3

⑤販売金額
②×④
１９３，５００千円③歩留まり ， 千円

１６％ ４２．５百万円

４３％（②／①）

①立木材積 １６％
ＵＰ

百万円
ＵＰ

①立木材積
５０，０００ｍ3

曲がり込み生産
実施結果

⑨販売単価
⑥×⑧
２３６ ０００千円

⑧販売単価
８ ０００円／ｍ3

⑦歩留まり
５９％（⑥／①）
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⑥生産量
２９，５００ｍ3

（実施結果） ２３６，０００千円８，０００円／ｍ3
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素材販売における検討素材販売における検討
（需要）

• どこに、どんな製品を加工する工場があるか

• 工場の製品出荷量 素材需要量はどの位か工場の製品出荷量、素材需要量はどの位か

• 製品の販路、流通形態、主たる需要地

要求する素材の品質（径級 曲がり 長さなど）• 要求する素材の品質（径級、曲がり、長さなど）
はどのようなものか

作業など 受 条件 どう• 取引のロット、土場作業などの受入条件はどう
か

• 工場の顕著な設備の内容、自動選別木の備え
つけの状況
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（流通）（流通）

• 地域の流通組織の位置と道路との関係地域の流通組織の位置と道路との関係

• 木材市場業務規定等に定められた費用の内
容容

• 取扱い品目、年間取扱い量

• 径級、長級など取扱い素材（小丸太、柱口、
中目 中目上の割合など）の変化中目、中目上の割合など）の変化

• 流通組織が取り扱わない品目の需要先など
聞き込み情報
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（価格）

• 山元価格

• 工場着価格• 工場着価格

• 市場価格と手数料（商物一体の場合、商物分
離の場合）

• 決済条件（現金 手形サイト）• 決済条件（現金、手形サイト）

• 輸送費（山元、市場入り、市場出、広域）

• 選別、数量計測所として市場を使用する場合
の費用の費用
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（需要）

流通圏内外 の需要の変化• 流通圏内外での需要の変化

• 輸送組織と需要先、供給元との連携

• 価格が低いが量的安定が図られているものの
輸送方法の検討輸送方法 検討

（採材）

• 採材方法 歩留まり 素材生産コストの関係• 採材方法、歩留まり、素材生産コストの関係

• 採材方法と需要のマッチング

（量）（量）

• 取引ロット

• 受入条件

• 安定供給の条件安定供給の条件
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